
























原文の ｢その残っているサンドイッチ｣ という発言は､ ｢そこにあるサンドイッチがもとか
らそのような状態ではなく､ それを食べている人が残したものである｣ と話者が推測している
ことを表わしていると考えられる｡






この場合は ｢残っている｣ が(残されている) と訳されている｡ これは話者の推測では











塩  久 雄
キーワード：英語､ 日本語､ 翻訳
なぜこう訳されているのか (１) 村上春樹を英語で読む (２－１)
いる｣ と書かれているが､ 英語は	(半分なくなっている) となっている｡
皿とサンドイッチの量の関係から､ 語り手の立場から ｢もとあった量の半分くらいが皿に乗っ











されている｡ ｢三分の二空｣ はグラスを見ただけでわかるが､ ｢残った｣ は推測である｡
また､ 日本版ウィキペディアに次のような記事がある｡








































るが､ 自分で ｢残した｣ 場合には	
になるということである｡
本稿では､ このように､ 同じ日本語が､ 状況によって､ 異なる英語で訳されている例を示し
て､ どのような場合にそれが起こるのかを考える｡
１. 英語は現時点の状況を､ その時点に至る直前の過程を推測して言語化しない
上の ｢はじめに｣ で､ 他人が飲んでいるグラスなどに関して､ 日本語では ｢半分残っている｣
と言える状況が､ 英語では3､ 	,-
.と表現される､ ということを示した｡ これを､










これは､ 発話者が店に入り ｢売れ残っている｣ と思ったゴムの木を買う場面であるが､ ｢売れ
残っている｣ が !(彼らが持っている (＝売っている) 最後のも
ののうちの一つ) と訳されている｡ 筆者の読みでは､ 原文は ｢店には一個しか残っていなかっ
た｣ となるが､ 英訳では複数あって､ そのうちの一つを買ったことになっている｡
店のある棚にゴムの木がいくつか存在している場合､ その棚にある程度のスペースがあれば､
もっとたくさんあったであろうということは当然考えられる｡ そして､ その状況で､ 英語では
｢そのゴムの木が残されている ()｣ とは表現されていないのである｡







と訳されている｡ 原文には､ もともと火星に生物がいて､ 彼らが水路を作り､ その後彼らが絶











と訳されている｡ 父親が ｢残した｣ わけではない｡



























この ｢女の子｣ は､ ホテルの十階に宿泊していて､ この段階でホテルを引き払うことになり､
｢僕｣ と一緒に東京に帰る､ という設定である｡ ｢僕｣ は先にロビーにいて彼女を待っている｡
これは､ そのときの ｢僕 (＝語り手)｣ のことばである｡
原文は ｢ロビーに下りてきた｣ となっているのであるが､ 英文を和訳すると ｢十分後にボー
イと女の子がロビーに現れた｣ となる｡ 英訳では ｢下りてきた｣ は訳出されていない｡ それは､
｢僕｣ が実際に見たのは ｢ロビーに現れた女の子｣ であって､ その ｢女の子｣ が ｢下りてきた｣
ところは見ていないからである｡ すると､ ｢下りてきた｣ は推測である｡
もちろん､ 次の参考例のように､ ｢僕｣ が自分で ｢ロビーに下りた｣ 場合は当然%&!' (&'
(!(##)と訳されている｡
(参考例)













これは､ ドアにノックがあって､ 中にいた人物が､ ｢いったい誰だろう｣ と考えている場面で
ある｡ ｢ノックをした人｣ がどこかから ｢出向いてきた｣ というのは推測である｡ そこで､ 英
訳では&(0 !! (($と訳されている｡
類例｡










話をしているので､ ｢直前の過程に関する推測｣ ではない｡ そこで､ が用いられてい
る｡
(参考例)
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英文を和訳すると､ ｢彼の声は以前の小松のように聞こえた｣ となる｡ ｢戻った｣ は推測である｡
２. これから予測・推測される行動を否定している原文が､ 肯定文で英訳されている場合
十字路があるとする｡ それをそばの高いビルの屋上から眺めていると､ 一台の車がその交差
点に向かって走って行く｡ そして､ そのまま交差点を超えて直進して行った｡ この場合､ もち
ろん ｢その車は直進して行った｣ と言える｡
同じ状況で ｢その車は (交差点で) 曲がらなかった｣ とも言える｡ もしかしたらこの車は
｢右へ曲がるのではないだろうか｣ と思っていたが ｢直進して行った｣ 場合には ｢その車は曲
がらなかった｣ と言える｡
｢直進した｣ には一つの解釈しかないが､ ｢曲がらなかった｣ には､ ｢直進した｣ 以外に､ 理
屈を言えば､ ｢止まった｣ ｢逆走した｣ などの解釈も成り立つ｡ ｢曲がらなかった｣ は､ 現実的
にはともかく､ 理論的には多義的である｡ そして､ 日本語ではこの種の表現の解釈は聞き手
(読み手) の常識的判断に委ねられている｡
つまり､ ｢2をしない｣ という表現が､ ある一つの ｢3をする｣ の意味になるのは､ いくつ
かの選択肢のうちの一つの場合である｡ 学校で ｢廊下を走っている生徒｣ が､ 先生に ｢廊下を
走るな｣ と言われて､ ｢停止し､ その場に立ち尽くしたままになる｣ のも選択肢の一つである｡
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なぜこう訳されているのか (１) 村上春樹を英語で読む (２－１)
しかし実際にはこの解釈を選ぶことは普通ではない｡ ｢(廊下を) 歩く｣ を選ぶはずである｡
村上春樹の 『世界の終りとハードボイルドワンダーランド』 に次のような文がある｡
｢足を止めないで！｣ と彼女が私の耳に向けてどなった｡ (下188)
原文は､ ｢をしない｣ という表現になっているのであるが､ これは ｢(私が) 足を止めるかも
しれない｣ と考えた彼女が､ その予測に基づいて ｢ (足を止めること) をするな｣ と言って



















英訳は ｢でも働かなくてはならない｣ となっている｡ 原文は ｢休むかもしれないという｣ 予測
を否定している｡
先生や校医によって観察された､ 意識を失っているあいだに子どもたちが見せた症状も､ それ
















ち着いたようだった) と訳されている｡ 原文は ｢ほかの場所に移るかもしれない｣ という予測
を否定している｡
ドアは開かない｡ しかし彼女は音もなくその奥に消える｡ 『カフカ』 (上462)
  !"
これは ｢彼女｣ が ｢ドアが開いてそこを通って出ていく｣ ように見えたのだが､ ドアは閉じた
ままで､ その向こうへ移動した､ という場面である｡ ｢ドアは開かない｣ が#$%$&















英訳は ｢それが唯一の方法である｣ となっている｡ 原文は ｢それ以外に方法があるかもしれな
い｣ という予測を否定している｡










英訳は ｢まだ言うことがある｣ となっている｡ 原文は ｢終わっているかもしれない｣ という推
測を否定している｡
カーペットを踏みしめながら､ 呼吸が乱れていないことを確認した｡ 『1384』 (２－155)
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｢呼吸が乱れていないことを確認した｣ が ! !" !#$%&$'($ ()(呼








｢ココア以外の飲み物はまず口にしない｣ が! #' !#$- ( !!( '('((飲み




英訳は ｢でも必要なものは全てあると思う｣ となっている｡ 原文は ｢足りないものがあるかも
しれない｣ という予測を否定している｡
老人はそう言うと､ 口を開けずにコゲラのような声で笑った｡ 『1*84』 (３－76)
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｢見かけも人格もとくに変化しなかった｣ が)((-$'  !)&6(見かけも
行動もいつもと同じに思えた) と訳されている｡ 原文は ｢(その場の他の人も変化しているの
で田村看護婦も) 変化しているであろう｣ という予測を否定している｡
｢変わりはないか？｣ とタマルは尋ねる｡ 『1*84』 (３－154)
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｢変わりはないか？｣ が:;6 !#$%%(#$%(-6<(すべてうまくいっているか) と訳されて

















英文を和訳すると､ ｢しかしこれは私がしがみつくつもりのものだ｣ となる｡ ｢誰かに渡すかも
しれない｣ という予測を否定している｡
３. ある一連の動作のどの部分を言語化するか






原文の ｢小遣いを貯めてレコードを買った｣ が !"#$%&'()&'*+&$,#*$-#,*-.!(僕は小遣
いを全部レコードに使った) と訳されている｡ 日本語では ｢小遣いを貯めてレコードを買う｣
ことができるのであるが､ 英語の発想は ｢小遣いを使ってレコードを買う｣ である｡
つまり､ 日本語では一連の動作のうち ｢小遣いを貯める｣ と ｢レコードを買う｣ が言語化さ
れ､ 英語では ｢小遣いを使う｣ と ｢レコードを買う｣ が言語化されているのである｡
同じく 『ダンス､ ダンス､ ダンス』 に次のような文がある｡








が鳴った｣ となる｡ ｢テープをセットしただけでは曲は鳴りださない｣ と英訳者は考えたもの
と思われる｡ つまり､ 原文には ｢プレーボタンを押す｣ が欠けているのである｡














｢肉を切って｣ が !"#"$"% &!# '%( (フォークに刺したステーキを口に







英文を和訳すると､ ｢小松はグラスを手に取ってハイボールをすすった｣ となる｡ ｢グラス｣ を
｢飲んだ｣ のではない｡
４. 英語では ｢足りないもの｣ は ｢買えない｣
村上春樹 『1)84』 に次のような文がある｡
















｢足りないもの｣ が､  &!--' '.!$ '.%&% '$.&&-&-(さらに必要な物) と訳されている｡
この例から推測できることは､ 英語では ｢追加物 (!--' '.!$ '.%)｣ を ｢買う (/)｣ こ
とはできるが､ ｢足りないもの｣ をたとえば0! '%$!1#'.などとして､ /の目的語にする
ことはしないのではないか､ ということである｡ つまり､ 英語では ｢足りないもの｣ は物とし
て存在していないので ｢買うことができない｣ のである｡
もっとも､ この場合の ｢足りないもの｣ は､ ｢ある時点で必要であると気づいたもの｣ とい
う意味である､ と言えるが､ ここでは ｢足りないものを買い揃える｣ という表現だけを考えた｡
次の参考例とそれに続く例は､ 同様に考えられる例ではないかと､ 筆者は考えている｡
(参考例)







｢合鍵がそこに入っていた｣ は".- &%2!&#&/(合鍵を見つけた) と訳されていて､ 主語
との関係性が表されている｡
しかし､ 次例参照｡














この英文の構文の違いは､ ｢入っていた｣ と ｢いなかった｣ の違いに起因すると考えられる｡
｢ないものは見つけられない｣ のである｡
引用文献













原文の引用ページ数は､ 『184』 はハードカバー､ 他は文庫版による｡
引用作品 略号
『ダンス､ ダンス､ ダンス』 → 『ダンス』
『世界の終りとハードボイルドワンダーランド』 → 『世界』
『スプートニクの恋人』 → 『スプートニク』
『海辺のカフカ』 → 『カフカ』
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